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決 算 報 告 書

（単独）

本田技研工業株式会社



昭和 62年 4月 21日

第 6 2 期 （畠霊芯：しば；昇 2；目）決算報告書

1. 決算取締役会開催日

2. 定時株主総会開催予定日

昭和 62年 4月 20 日（月）

昭和 62年 5月 28日（木）

3. 当 期 の業績

当 期 前 期

項 目 （ 自 61.3. 1 ） （ 自 60.3. 1 ） 増 減（△）

至 62.2. 28 至 61.2. 2 8 

グ...L. 上 吉向 2,334,597百万円 2,245,743百万円 88,854百万円 4.0 % 

経 常 利 益 85,602百万円 7 8,11 2百万円 7,489百万円 9.6 % 

当 期 利 益 42,276百万円 45,232百万円 △ 2,955百万円 △ 6.5 % 

1 株当た り 1 2円 1 2円
年間配当金

期 末 6円 6円

中 間 6円 6円

1株当たり利益金 46円 19銭 50円 41銭 △ 4円 22銭

配 当 性 向 2 5. 8 % 2 3. 8 % 2.0 % 

4. 次期（昭和 62年 3月 1日～昭和 63年 3月 31日） の業績予想

第 6 3 期

（ 自 62.3. 1 ） 至 62.9. 30 

• 冗 上 高 1 4,0 0 0億円

経 常 利 益 3 4 0億円

当 期 利 益 1 6 0億円

1株当たり配当金 7円

- l -

第 6 4 期

（ 自 62.10. 1 ） 至 63. 3. 31 

1 2, 3 0 0億円

3 6 0億円

1 7 0億円

6円

（ご参考）

1 3ヶ月合計

ば昇：辻）
26,300億円

7 0 0億円

3 3 0億円

1 3円



5. 売上の内訳

(1) 売上台数 （単位 ：千台
単位未満切り捨て）

当

内 訳

国内
------------

二輪車［輸 出

掌；：三下半：言□□9門万口減ロ
期 前 期

1. 766 I 10.0 958 I 83.3 808 I 58.8 2,135 I 68.8 I△ 369 I△1 7. 3 

四輪車 ((::軽;字::))|：：阿厨I]言H:1笠言：I召苔ら1:]りら1-]樽言：I:：登言：［ぎl祖I：： コら1こi言釦
国内 207 I 13.7 103 I 12.s 103 I 14. 7 172 I 9.3 34 I 20.0 

汎用製品 I 輸 出 1,303 I 86.3 I 101 I 87.2 I 601 I 85.3 I 1,689 I 90.7 △ 386 △22.9 

計 | 1,510|100 0 | 804 |100 0 | 705 1 100 0 | 1,862 1 100 0 | △ 351 |△1 8 9 
（注） l. 日本自動車工業会の輸出統計方式忙準拠すると、当期二輪車輸出台数のうちには 98 9千KDセ・ノト、四輪車

輸出台数のうちには 38 3千KDセットが含まれています。

2. 汎用製品売上台数のうち花は、当期 19 9千台、前期45 6千台のパギーが含まれています。

(2) 売上金額
（単位：百万円
単位未満切り捨て）

内 訳
当 期 前 期

掌芦）｀□下半期届詞上半期厄五豆討塁累崎）ほ丘五
対前期比

増減（△）
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 車輪二

国内 532,8421(30.8)1 261,8741(28.7)1 270,9671(33.l)I 485,7091(33.0)I 47,1321 9.7 

四輪車 1輸 出1,198,090IC 69.2)1 650,738 I (71. 3)1 547,3521(66.9)1 988,268 I (67.0)I 209,822 I 21. 2 

計 l1730,933|74 1|,1 2 61 2| 76 41-81 8320| 71 8|1 473 977t 65 6|  256 955 | 1 7 -4 
国内
• • • • • • • • -・ーー・

汎用製品 I輸 出
• • • 
計

13,555 IC 10.9 6, 7 9 3 | (1 1. l) 6,7621(10.8)1 12,157 I(6.1) 1,3971 11.5 

110,7411(89.l)I 54,606j(88.9)l 56,1341(89.2)1 186,1981(93.9)1△ 75,456 ~40. 5 

124,296 I 5.31 61,400 I 5.11 62,896 I 5.5 I 198,355 I 8.8 I△ 74,0581637.3 
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国内 739,9271 31.71 339,885I 28.5I 400,042135.1 I 701,1821 31.21 38,7451 5.5 

計し輸出 1,594, 669 68. 3 854,527 7 1. 5 740, 1 41 64. 9 1, 544, 560 68. 8 50, 1 08 3. 2 

計 l2,334,597| 10 0 0|1 1 94 41 3 t100 0 i 1, 140, 1841 100 0 {2 245,743|-100 0 1 88,854 | -4 0 
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6. 損益計算書

（単位：百万円 ）

当 期 前 期
科 目 （自 61. 3. 1) （自 60. 3 1) 増 減(6)

至 62. 2. 2 8 至 61. 2. 2 8 

売 上 高 2,334,597 100. 0 佑 2,245、743 100.0 ％ 88,854 4.0 
％ 

売 上 原 価 1, 9 3 5, 9 0 7 8 2. 9 1, 8 3 6, 1 6 2 8 1. 8 9 9, 7 4 4 5. 4 

販売費及び一般管理授 3 1 5, 9 0 9 1 3. 6 338,066 1 5. 0 △ 2 2, 1 5 7 △ 6 6 

営 業 利 益 82,780 3.5 71,513 3.2 11, 2 6 7 1 5. 8 

（営 業 外 収 益） （ 3 8, 2 4 2) ( 1. 7) （ 4 3, 2 0 1) ( 1. 9) （△ 4, 9 5 9) （△1 1. 5) 

受取利息及び配当金 1 1, 2 1 7 2 4, 6 1 8 △ 1 3, 4 0 0 

その他の営業外収益 27,024 18, 5 8 3 8, 4 4 1 

（営 業 外 費 用） （ 3 5, 4 2 0) ( 1. 5) （ 3 6, 6 0 2) ( 1. 6) （△ 1, 1 8 1) （△ 3. 2) 

支 払 利 息 1 3, 1 1 6 1 5, 8 6 2 △ 2,745 

その他の営業外喪用 2 2, 3 0 4 2 0, 7 3 9 1,564 

経 常 利 益 8 5, 6 0 2 3. 7 7 8, 11 2 3.5 7,489 9.6 

（特 別 利 益） （ 1, 2 1 1) ( o. 1) （ 1, 7 0 4) ( 0. 1) （△ 492) （△ 28. 9) 

前期損益修正益 230 255 △ 25 

固定資産売却益 981 1,293 △ 3 1 1 

その他の特別利益 155 △ 1 5 5 

（特 別 損 失） （ 8, 2 2 3) ( 0. 4) （ 1 2, 1 6 6) ( 0. 6) （△ 3, 9 4 3) （△ 32. 4) 

前期損益修正損 1 1 25 △ 1 4 

固定資産処分損 8, 198 7,044 1, 1 5 4 

固定資産圧縮損 1 3 1 3 4 △ 121 

子会社株式消却及び評価損 4,962 △ 4,962 

税引前当期利益 7 8, 5 9 1 3.4 67,650 3.0 10,940 1 6. 2 

法人税及び住民税 3 6, 3 1 4 2 2, 4 1 8 1 3, 8 9 5 6 2. 0 

当 期 利 益 4 2, 2 7 6 1. 8 45,232 2.0 △ 2,955 △ 6. 5 

前期繰越利 益 1 0, 7 2 0 1 0, 4 1 1 309 

中 間 配 当 額 5,400 5,374 26 

中間配当に伴う
540 537 2 利益準備金積立額

当期未処分利益 4 7, 0 5 6 49,732 △ 2,675 
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7. 貸借対照表

（単位 ：百万円）

当期末 前期末 当期末 前期末

資産の部 濯 2.2占） （晶t・2. 21) 増減（凶 負債 ・賓本の部 湛2.2．覧） （心1.2. 2よ） 増減凶

I流動資産 489,270 487,957 1,312 I流動負f責 486,170 471,961 14,208 

現金及び預金 92,908 90,790 2,118 支 払 手 形 180,892 183,851 △ 2,959 

p 又 取 手 形 11,750 23,552 △11,802 買 掛 金 125,486 132,798 △ 7,312 

売 掛 金 128,280 119,299 8,980 短期借入金 4, 1 71 3,516 655 

有 価 証 券 56,930 36,332 20,598 一 年内償還社俵 4,710 3,360 1,350 

自 己 株 式 15 4 11 未 払 金 13,592 17,975 △ 4,382 

製 品 64,912 58,035 6,877 未払法人税等 25,257 11,641 13,616 

販売用部品 39,533 42,667 △ 3,133 未払事業税等 6,719 4,269 2,449 

原 材 料 9,180 10,030 △ 849 未 払 費 用 58,688 54,968 3,719 

仕 掛 品 11,016 10,440 57 5 前 丞又 金 576 1,528 △ 952 

貯 蔵 品 4,236 3,591 644 預 り 金 4,043 2,205 1,837 

前 渡 金 10,642 14,557 △ 3,915 前 戸又 収 益 804 624 180 

前 払 費 用 7,372 8,588 △ 1,215 製品保証引当金 15,384 10,715 4,669 

短期貸付金 49,701 66,553 △16,852 宜与引当 金 15,390 13,358 2,032 

未 収 入 金 8,615 10, 131 △ 1,515 従業員預り金 22,809 19,303 3,505 

そ の 他 1,112 882 229 設備関係支払手形 7,620 11,839 △ 4,218 

貸倒引 当 金 △ 6,939 △ 7,501 562 そ の 他 23 4 18 

II固定資産 660,323 623,044 37,279 II固定負債 172,522 193,313 △20,790 

（有形固定資産） (416,630) (389,286) (27,343) 社 債 61.391 66,101 △ 4,710 

建 物 116,402 105,286 11,116 転 換 社 債 63,931 77,804 △13,873 

構 築 物 13,316 13,261 54 長期借入金 41,010 42,533 △ 1,522 

機械及び装置 116,796 103,410 13,385 そ の 他 6,189 6,874 △ 684 

車輌運搬具 4,230 4,143 87 

工具 ・器具及び備品 23,594 25,054 △ 1,460 負 債 合 計 658,692 665,274 △ 6,581 

土 地 136,913 131,743 5, 1 70 

建設仮勘定 5,377 6,386 △ 1,009 I資 本 金 57,804 55.781 2,023 

（無形固定資産） （ 2,175) ( 2,222) （△ 46) 資 本 金 57,804 55,781 2,023 

工業所有権 257 322 △ 65 Il法定準備金 140,031 127,102 12,928 

借 地 権 1,316 1,318 △ 1 資 本 準備金 126,583 114,733 11,850 

施設利用権 600 581 19 利益準備金 13,447 12,369 1,078 

（投 資 等） (241,518) (231,535) ( 9,982) m剰 余 金 293,156 262,973 30,183 

投汽有価証券 41,684 39,037 2,646 配当準備積立金 18,800 16,800 2,000 

子会社株式 167,844 160,349 7,495 別途積立金 219,300 192,300 27,000 

出 資 金 67 63 4 特別減価償却積立金 5,195 2,601 2,593 

長期貸付金 12,855 13,631 △ 776 価格変動積立金 18 26 △ 7 

長期前払費用 6,562 6,303 258 海外投資損失積立金 1,151 1,074 76 

敷 金 5,369 4,912 457 圧縮記帳積立金 1,635 438 1,196 

そ の 他 14,477 13,782 694 当期未処分利益 47,056 49,732 △ 2,675 

貸倒 弓I当 金 △ 7,344 △ 6,546 △ 798 （うち当期利益） （ 4 2,276) (45,232) （△ 2,955) 

m繰 延資産 91 130 △ 38 

社債発行差金 91 130 △ 38 
資 本 合 計 490,992 445,857 45, 135 

資 産 合 計 1,149,685 1,111,131 38,553 負債・資本合計 1,149,685 1,111,131 38,553 
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（注） 1. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

2. 有価証券の評価は、取引所の相場があるものは移動平均原価法に華づく低価法により、取引所の相場が

ないものおよび子会社株式は移動乎均原価法によっています。

3. たな卸汽産の評価は、最終取得原価法妬基づく低価法によっています。

4. 有形固定資産の減価償却方法は、法人税法の規定忙碁づき定率法を採用しています。

5. 貸倒引当金は、債権の貸倒匠よる損失匠備えるためつぎの金額の合計額を計上しています。

① 債権を個別に検討して算出した貸倒見積額

② 債権総額から①の見積額を控除した額に対し法人税法に定める繰入率を乗じた額

6. 製品保証引当金は、製品の無償補修費用の支出に備えるためつぎの金額の合計額を計上しています。

① 保証書に基づく無償の補修費用として、法人税法に定める繰入率忙より算出した額

② 主務官庁への届出等忙基づく無償の補修毀用として、見積算出した額

7. 有形固定資産の減価償却累計額は、40 9, 7 6 1百万円（うち当期償却額 67,937百万円）です。

8. 有形固定資産の当期圧縮記帳額は、13百万円です。

9. 子会社に対する金銭債権および債務は、つぎのとおりです。

短期金銭伯権 130,450百万円

短期金銭債務 38,246百万円

長期金銭債権

長期金銭債務

9, 2 7 2百万円

4,664百万円

1 o. 外貨建汽産および負債のうち、取得時又は発生時の為替相場による円換算額を付しているものは、つき・

のとおりです。

資産 外貨建保有株式等 1 3 0, 8 2 1百万円

外貨建長期金銭債権 7, 7 3 0百万円

負債 外貨建転換社債 28,982百万円

外貨建長期金銭債務 2 2,0 6 1百万円

1 1. 担保に供している資産は、つき9(1.)とおりです。

有形固定資産

投資有価証券

3,0 3 3百万円

5,770百万円

(2 2 9, 2 4 4千米ドルほか）

（ 1 9, 6 9 2千米ドルほか）

(1 1 8, 6 1 9千米ドルほか）

(2 0 0,0 0 0千ドイツマルクほか）

このほか、企業担保法忙基づく企業担保権を設定しています。

1 2. 保証俵務は、49, 5 1 1百万円です。

1 3. 輸出為替手形（信用状なし）割引高は、22,979百万円です。

1 4. 1株当たり当期利益は、46円 19銭です。

1 5. 自己株式の数は、 1 1, 7 6 9株です。

1 6. 新株発行総額（賢本組入総額）は、 13,8 7 3百万円(2,02 3百万円 ）であり、 転換社債の株式転換忙よ

るものです。

1 7. 子会社に対する売上高は、 1,711,833百万円です。

18. 子会社からの仕入局は、 1 4 0, 4 6 6百万円です。

-5-



8. 設備投資

（単位 ：百万円）

当 期 前 期
区 分 （自 61.3. 1) （自 60.3. 1) 増 減 （△） 

至 62.2. 28 至 61.2. 28 

二輪車関連生産設備 1 o. 1 3 9 1 4, 1 0 7 △ 3, 9 6 7 

四輪車関連生産設備 6 3, 5 7 2 5 6, 9 7 5 6, 5 9 7 

汎用製品関連生産設備 1, 3 0 2 2, 8 3 8 △ 1, 5 3 5 

そ の 他 の 投 資 19・,168 3 2, 5 2 4 △ 13,356 

ムにコ 計 9 4, 1 8 3 1 0 6, 4 4 5 △ 1 2, 2 6 2 

9. 利益処分案

（単位 ：百万円）

当 期 前 期
摘 要 （自 61.3. 1) （自 60.3. 1) 増 減（△）

至 62.2. 28 至 61.2. 28 

当 期 未 処 分 利 益 4 7, 0 5 6 4 9, 7 3 2 △ 2,675 

特別減価償却積立金取崩額 8 6 6 5 3 9 3 2 6 

価格変動積立金取崩額 1 8 2 6 △ 7 

海外投資損失積立金取崩額 1 4 4 1 8 9 △ 4 5 

圧縮記帳積立金取崩額 2 0 1 2 8 

計 4 8, 1 0 6 5 0, 5 0 0 △ 2, 3 9 3 

これをつぎのと おり処分いた します。

利 益 準 備 金 5 4 9 5 3 8 1 0 

配 当 金 5, 4 9 1 5, 3 8 3 1 0 8 

(1 株匠つき 6 円）

役 員 貫 与 金 2 0 0 2 3 0 △ 3 0 

（うち監査役賞与金） （ 1 7) （ 2 0) （△ 3) 

配 当 準 備 積 立 金 2,000 2,000 

別 途 積 立 金 2 4, 0 0 0 2 7, 0 0 0 △ 3,000 

特別減価償却積立金 3,843 3, 1 3 3 7 1 0 

価 格 変 動 積 立 金 3 1 8 △ 1 4 

海外投資損失積立金 1 4 6 2 6 6 △ 1 2 0 

圧 縮 記 帳 積 立 金 7 0 7 1, 2 0 8 △ 5 0 1 

次 期 繰 越 利 益 11,163 1 0, 7 2 0 4 4 3 

（注） 昭和 61年 11月11日に1株につき6円、総額5,40 0百万円の中間配当を実施しました。
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（ご参考）

1．当期業績の概要

当期の売上高は、 2兆3,345億円と前期にくらべ4.0 %の増収と

なりました。

二輪車分野では、市場の低迷などにより、国内外あわせた

売上金額は2,693億円と前期比23.2％減少いたしました。

四輪車分野では、国内における 3系列販売体制の充実や

北米における生産販売体制の拡充などが寄与し、国内外あわせた

売上金額は1兆7,309億円と前期比17.4 %増加いたしました。

汎用製品分野では、国内向けの汎用エンジンなどが増加

しましたが、輸出面で、バギーおよび発電機などが減少し、国内

外あわせた売上金額はL242億円と前期比37.3 %減少いたしまし

た。

輸出売上高は前期比3.2％増の1兆5,946億円、国内売上高は

前期比5.5 %増の7,399億円となりました。この結果、売上構成

比では、国内比率が前期にくらべ0.5ポイント上昇し、 31.7 %と

なりました。

利益の面では、経常利益は856億円と前期比9.6 %の増益と

なりましたが、当期利益は税負担の増加により、 422億円と

前期比6.5 %の減益となりました。

経常利益が増益となりましたのは、大幅な円高の進展など

大変きびしい状況の中、為替影響の負担も発生しておりますが、

売上高の増加に伴う利益増と、合理化努力などが寄与したことに

よるものです。

なお、期末配当金は、一株につき 6円を予定しております。
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2．決算期日の変更について

現在当社は、 2月末日を決算期日としていますが、

次の理由により第62回定時株主総会（昭和62年5月28日開催予定）

の決議を経て、これを3月31日に変更する予定であります。

なお、昭和63年4月1日以降から通例の営業年度に移行するため、

決算期日の変更に伴う経過措置として、第63期営業年度は

昭和62年3月1日から昭和62年9月30日とし、それに次ぐ第64期

営業年度は昭和62年10月1日から昭和63年3月31日と定める予定で

あります。

（理由）

経営効率を高め、経営情報の有効活用を図るため主要な

連結会社の決算期日を統一 し、その決算期日を、当社の重要な

営業対象である欧米各国に多い暦年決算の四半期末と、国および

公共団体の会計年度末ならびに主要取引先の決算期日との接点で

ある 3月31日に変更するものであります。

以上
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昭和 62年 2月期 決 算 短 信
昭和 62年 4月 2 1 日

．

．

．
 

1

2

3

 

決算取締役会開催日

定時株主総会開催日

昭和 62年 4月

昭和 62年 5月

2 0 日

2 8日

（月）

（木）

当期の業績（昭和 61年 3月 1日～ 昭和 62年 2月 2 8日）

(1) 経営 成 績
（金額の表示 百万円未満切り捨て）

売上高 （ 
対前期） 営業利益 （ 対前期） 経常利益（：：誓） 当期利益（ 対前期） 1株 当たり 株主資本（自己資本）

総資本経常利益率 売上商経常利益率
増減率 増滅率 増減率 当期利益金 当期利益率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 佑 佑 伶

当 期 2, 3 3 4,5 9 7 （ 4.0) 82,780 (1 5.8) 8 5,6 0 2 （ 9. 6) 42,276 （△ 6.5) 46 1 9 8.6 7.4 3. 7 

前 期 2,245,743 (1 6.4) 71,513 （ 1. 1) 7 8, 1 1 2 (1 9.2) 45,232 (3 8.4) 50 4 1 1 0.1 7.0 3.5 

卸 期末発行済株式数｛当期
（疇株式 前期
1単位の痣這文1,000株）

9 15,314千株〔転換社俵の株式への転換18,019千株
8 9 7, 2 9 5千株

発行価格 43 5円90銭、 74 7円80銭、75 9円60銭、 884円及び 1,492円（資本組入額2,023百万円）〕

(2) 配 当 状況 (3) 財 政 状態

1株当たり年間配当金 配当金総額
配当性向

株主資本（自己資本）

期 末 中 間 （年 間） 配 当 率

円 円 円 百万円 ％ 佑

当 期 1 2 6 6 10,892 2 5.8 2.2 

前 期 1 2 6 6 10,757 2 3.8 2.4 

4. 役員の異動

(1)新任取締役候補

おおかわらよしお

大河原良雄（外務省顧問）

いいだ おさむホソダモーター ・ド・プラジル•

!:りこうり（伍贄認）

永田耕治（当社アジア営業部長）

(2)退任予定取締役

代表取締役
取締役会長

常務取締役

伍簾靡塩：一熊？製場勺）

おかむら

岡村
のぽる

昇

蓄羹み見
｝

塩

むこうやまふみお

常務取締役向山文雄

(3)昇格予定役員

代表取締役
取締役会長

常務取締役

常務取締役

おお くぼ

大久保
さとし
叡（代表取締役）
取締役副社長

おおくらたかお

大倉孝男 （取

むくによしひで

宗国旨英（取

締

締

役）

役）

総 資 産
株主資本 株主資本 株主資本
（自己資本） （自己資本）比率 1床欲り（自己資本）

百万円 百万円 ％ 円 銭

当 期 1, 1 4 9,6 8 5 490,992 4 2.7 5 3 6 42 

前 期 1,111,131 4 4 5,8 5 7 4 0.1 4 9 6 8 9 

註 会計処理の方法の変更
該当事項はあ りません。

5. 次期の業績予想 （昭和 62年 3月 1日～昭和 63年 3月 31日）

売 上高 経常利益 当期利益
1株当たり 1株当たり
中間配当金 期末配当金

第 6 3 期 百記 百万円 百万円 円 円

（ 自62. ~) 1,400,000 34,000 1 6,0 0 0 ------ 7 
至62. 
第 6 4 期

（ 自62.1 0 ） 
1,230,000 36,000 17,000 ----6 

至63. 3 

たけし当社鈴 鹿製作所）
建己（製品技術室長

だ

田
豆
山

しもじま況ゆき 瞬本田技術研究所）
下島啓亨（専務取締役

取 締

砂 まつたけ ぷら眸本田技術研究所）

平松竹史（取締役主任研究員 取 締

役 竺一
竺

武

だ

田
1
下

G主） 決算期日の変更 （2月末日を 3月31日）に伴い、第63期は7ヶ月、
第64期は 6ヶ月の決算期間となる予定です。

（ご参考）1株当たり予想当期利益金は第63期 1 7円48銭、第64期 1 8円57銭です。

役

さかまたい いち

坂間泰一


